
煉瓦下水道場（仙台市） 

 下水道の将来を担う「明日の下水道人」の育成 
 門下生(若手職員)が師範(ベテラン職員)から学ぶ 
 座学ではなく，自ら考え，議論し，表現する体験型の研修 
 それらを通して組織，職種を越えたネットワークの構築 

 

構造物の骨組みとなる鉄筋の検査

下水道におけるドライブシャフトが機械職。浄化センターやポンプ場における機械の新設・更新工事や
既存設備の整備・修繕を行います。仙台市には生活排水（汚水）をきれいにする浄化センターと、雨水

を川へ放流したり汚水を浄化センターへ送水したりするポンプ場があります。これらの業務を通じて、
水環境を改善するとともに、大雨等に常に対応、稼働できるように万全を期しておくことが機械職の重
大な使命です。

機械

下水道のコンディショナーが衛生・化学職。管路や設備を傷つける悪質な下水や、浄化センターでは
取り除くことのできない有害な物質が流されないよう、工場などの事業場に対する立入検査や改善指

導などの監視指導業務を行います。また、浄化センターの放流水や汚泥の検査・分析を行い、下水処
理を良好な状態に整えています。これらの仕事を通して、衛生・化学職は大切な自然環境と下水道の
施設を守っています。

衛生
化学

下水道の隠れたアーティストが建築職。浄化センターやポンプ場の建物を建てるときには建築職のデザ
イン力とセンスが発揮されます。そのほかにも、建物の耐震補強工事や長寿命化工事も担当します。下

水道の建築物には施設の使いやすさだけでなく、環境との調和やライフサイクルコストの最小化など
様々なものが求められることから、常に高い意識で仕事をしています。

建築

浄化センター特有の機械設備の修繕、整備といった

工事や整備計画の作成を行っています。浄化センター
には一般的な機械とは違う珍しい機械が数多くありま

す。これらの機械特性を考えながら整備を行わなけれ

ばならないので大変ですが、機械が好きな人にとって
はとても魅力的で、やりがいも感じられる職場です。

南蒲生浄化センター
整備係 山口 斉

事業場排水の監視のため、立入検査で採水した下水の分析を

しています。正しい検査結果を出さなければ、適切な指導はで
きないので、責任の重い仕事だと実感しています。検査項目や

方法、対象事業場は多種多様で、日々勉強の毎日ですが、そ

の分多くの技術を身に付けることができます。自分の仕事が川
や海の環境を守ることに繋がり、市民の皆様のくらしに貢献で

きていると思うと、とてもやりがいを感じています。

業務課 水質管理センター
庄子 唯

ポンプ運転のために現場でバルブを操作

対象事業場の排水を厳密な水質検査でチェック

浄化センターやポンプ場の建物の建設や改修工事を

担当しています。建築工事には、他工種との調整や
工事期間の制限なども多く、当初の想像に比べて大

変な苦労がありました。しかし、その上で完了した工

事は「１件の工事を終えた」という達成感と安堵感で
いっぱいになり、その際に経験した苦労は、自らの技

術の向上に大変役立っています。

施設建設課
建設係 丸谷 康之

下水道のバックボーンが土木職。管路や浄化センター、ポンプ場の建設・改築工事の設計・監督業務
と維持管理業務を行います。また、浸水対策や合流式下水道改善、施設の長寿命化に関する計画策

定や下水道工事に関する技術管理、国庫交付金の申請・災害対応など対外的な連絡調整といった業
務もあります。その名のとおり土木職は下水道事業の土台を支える役割を担っています。

土木

下水道のユーティリティプレイヤーが事務職。予算・決算などの経理業務はもちろん、使用料の徴収
や公認業者の登録、用地の管理に至るまで、下水道事業の運営を多様な面からサポートしています。
また、広報を通じて市民の皆様への情報発信を行う重要な役割も担っています。 事務

下水道のダイナモが電気職。浄化センターやポンプ場の運転監視と点検・整備を行い、電気設備が常
に正常運転できるようにするのが電気職の重大な使命です。また、新たな機械設備の設置に伴う配

線や現場操作盤の新設工事や省エネを目的とした電気設備の更新工事の設計・監理を行います。最
新の知識と技術、そして経験によって市民の皆様の生活環境を守る役割を果たしています。

電気

南蒲生浄化センターで汚水を処理する機械も電気が

なければ動きません。これらの機械を安全に運転する
ために、電気設備の点検を行っています。そして、異

常があればすぐに気付けるようになるまで経験を積ま

なければなりません。経験豊富な先輩の仕事を見な
がら、毎日が勉強です。電気が止まると全ての機械が

止まってしまうので責任の大きい仕事だと思います。

事業所から提出される申告書をもとに、下水道使用料

を算定・請求する業務にあたっています。申告書の内
容について厳しくチェックする目と、徹底したスケジュー

ル管理が求められる業務です。実際に事業所に赴いて

の実態調査では、机に向かっているだけでは気付かな
かった発見に出会えることもあり、下水道の奥深さを感

じます。

南蒲生浄化センター
整備係 大館 直樹

業務課
業務係 藤井 美咲

各種問合せにも迅速かつ的確に対応

電気設備の動作状況を現場で確認

現場に立会い、施工状況を確認

これまでは工事の設計積算・監督を行ってきましたが、現

在は区画整理事業における下水道施設の設計協議や完
成検査を行っております。区画整理事業でつくられた下

水道施設は、主に事業完了時に下水道管理者に引き渡

され、最終的に仙台市で維持管理を行うこととなるため、
仙台市の基準に沿った下水道施設であるのか、構造上

問題がないのかなどを区画整理事業者と協議・確認を

行っています。この協議は重要なことであり、やりがいの
ある仕事だと思っています。

下水道計画課
調整係 高橋 史典
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表紙・裏表紙絵 作者： 柴田 尚 氏
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マスコットキャラクター 

水質検査業務 

設備点検 

管路維持管理業務 

インターンシップの学生 
への職場PRプレゼン 

カイゼンアイディアの 
市長プレゼン 

業務体験 
施設や職場の見学ではなく，他部署の日常業務を実際に「体験」
してみる。写真や資料だけではイメージしにくいものを体験しなが
ら学ぶ。自分たちの業務の他部署や他の職種との関わりを知る。 

浄化センター見学ノート 職種紹介パンフレット 
グループワークやワークショップ 

煉瓦下水道場の活動内容をまとめた発表が「第52回下水道研
究発表会(H27)」のポスター発表セッションで最優秀賞を受賞 

名称の由来 
明治時代後期に建造され，宮城
県沖地震や東北地方太平洋沖
地震にも耐えた「仙台市煉瓦下
水道」から命名。 
煉瓦下水道のように「長く一線で
活躍できるように」との願いが込
められている。 

ディスカッション・プレゼンテーション 
テーマを定め，考え，議論し，発表を行う。道場内での発
表だけでなく，大学生や市長，副市長へのプレゼンテー
ション，地元TV番組でのPRなどにも挑戦している。 

パンフレットの作成 
浄化センターの見学や職員採用で実際に使えるようなパン
フレットを作成。その作成過程での学習やコミュニケーション
を図る。 
 

土木学会選奨土木遺産 
「仙台市煉瓦下水道」 

仙台市下水道 
マスコットキャラクター 
かんたくん 


